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高速凝集沈殿装置 (スーパーシックナー) の最適化
Optimization of High Rate Sedimentation Unit �SUPER THICKNER�

―最適化高速凝集沈殿装置の納入―

".������2スーパーシックナー4を23456�7�に89した�89にあたり��	ト

ラフsディストリビュータgの<Yについてtu'?による@ABvwをxせておこないつつ�y

agをQえ�)*の������にくらべて�10z12{の���|}の~T�����の��など

�
,�の��Bを~Tした�

We delivered a High-rate coagulation/sedimentation unit �SUPER THICKNER�to Kobe steel, Ltd..
When delivering it, we studied the optimization about the structure of Collecting Trough, Distributor
and other parts by using computational fluid dynamics2CFD4. We made improvements of the unit
based on that study. As a result, SUPER THICKNER achieved efficiency of an unit capacity, treating
capacity by 10-12 times, minimization of installation space, compared to the conventional unit.
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�����の��

��������は	
�の������とは�
なり	フロックを
�させることにより����を
�し	また
�したフロックを��させることなく
��に��できる��を�している�
１�
 � �


��では	��の SS��を !に"つために
#$を%&している�この#$と'(の SSに)し	
��*��+,を-.し
�することでフロックを
/0させ	����を�すことができる�
２�コーン1センター2
コーン1センター2は	
��からセンターウェ
ル3の(45によって67まれる89を:くし	ディ
ストリビュータからの;<=を��にすることで	
��への(�の>?@AをBCしD!したEF�G
をH�とする�
３�ディストリビュータおよび�(トラフ
ディストリビュータは'(を��に���Iし	
また	ゆっくりJKすることにより�<した'(の
��をLMする��(トラフは	NOトラフとPQ
トラフでR/され	���のSTより��に�(で
きるよう�Uがなされている�

������による	
��
の���
��������のVWにXし	�AYZにより
�R
および[K\]の^_`をaみた�ここでb

/したシミュレーションモデルは	cdeでの�A
fgをh�iくjkできることを��のclmnか
らopしており	qrの^_`のstはuモデルを
vwしておこなった�
��������のEF�G�xをy�にz{さ
せるには	ディストリビュータより��された'(
を�れの�りや|れが}ないfgで���Gをおこ
なうことが~�となる�ここではとくに���G�
�に����する�����の��\�の��に�
�をおいて�のR
および[K\]をstした�
���� � � �

YZには�w���YZコード FLUENT6.3
�ANSYS��をもちいた�|�モデルは k-�モデ
ルを�wし	ディストリビュータの;<し�に �
な;<し��を�えて'(の�Wをjkした�なお
��������はQ\�に)��があるので��
>?を�Cするために	Q\�に1�4または1�2の
��を)�として��をおこなった�
������
および����の��

� �(トラフの��
�(トラフの�fのstにもちいた����を�

２に�す�ここでは�の２ケースの�(トラフ�f
について�Afgをopした��f１はPQトラフ
のP�と��に V ノッチを��し�サイドからの
��をjkする�� ¡とした��f２はPQトラ

Vol. 6 No. 1�2009�8� ¢£¤¥ソリューション¦§ 3

�１ フローシート



フの��のみに V ノッチを��し��のみからの
��を��する	
��とした
なお��トラフは
��に��して��１および２ともに��に�サイ
ドから��して��する	
��とした
�２に�
した��トラフの����にあたる�� A におい
て�� !の�"#Vz$を%&し'Vz の()*か
ら+,な-.を/0した
�３の���に��１の
Vz の	
12を'���に��２のVz の	
12を
それぞれ�す
なお'3�の45から65への78
は Vz が9!きに:きくなり';から<5への78

は Vz が=!きに:きくなることを>?している

��１では@ABのC�DEの�F1.3 mGDにVz
が9!きに0.025 m/sH9のIJが:きくKがって
いるのにLし'��２ではそれらの�"IJがMさ
くなっている
また'��１では�F1.3N0.5 m の
�でVz が=!きに0.005 m/sH9になるIJがOP
しているが'��２ではそのようなIJはQRにM
さくなっている
これは��１の がSTGDから
�UするVW�XがYくなってC�DEの9!き�
"がZ:し'Bの��ではC�の�れに[\まれ=
!きの�"が]^していると_えられる
これらの
ことより'` V ノッチの��abをZ:させても
���を(c8することの がよりdい�れが�e
されるものとf�し'��２の��トラフの��を
ghした


� ディストリビュータij"kのlm
ディストリビュータのno"kについてはp	q
rでおおむね5.0N8.0 m/min をstしており'ui'
ほぼ+:vの7.3 m/min と+Mvの5.0 m/min にpw
したケースで�x�yを%&した
BのC�から
100 mm��の�における�� !�" Vz につい
て'�４���にno"k7.3 m/min の	
12を'
���に5.0 m/min の	
12を�す
いずれのケー
スでも�Uトラフまでzくような{い�れはないも
のの'no"kを5.0 m/|in と}めにpwした が
C�DEの Vz は~��に�くなっていることが�
る
これよりno"kについてはある�k}い"k
#5.0 m/min$にpwした が9!きの�れをより(
)にできるといえる
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� ディストリビュータからの����し��の�
�

ディストリビュータからの��し��について	

�に�けて��を��した
�	およびディスト
リビュータの����に�して�め45���に��
した
�について��をおこなった��の��から
100 mm��の�におけるVz について	�５���に

�に��した
�の����を	���に�め45�
��に��した
�の����を す�なおディス
トリビュータ!"#�は５m/min とした�これらの
$の%&からわかるように	�め45���に��し
た
�はディストリビュータの����'�の()
で*+,に Vz が-�きに.きくなる/01234
が56し	その78により��()の Vz は9:,
に.きくなっている�これは��を�め��に��
することにより	�9:でディストリビュータとは
;��きの<=��の>れが56し	その>れにディ
ストリビュータが?@することでAB��の>れが

56しているものとCえらる�これにより	��の
��し��は
�に��する�がDしていることを
EFした�

� GH��I>バッフルのJKけ
GH��の=��の>れをI>すれば-�きの>
れをLMにできないかとCえ	�６のようなNさ
1 200 mmO2 200 mm のI>バッフルをPQトラフ
の��にRSしたケースをTUした��の��から
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100 mm��の�におけるVz について��７���に
��バッフルを��けない	
����に��バッフ
ルを��けた	
の��
�を�す���バッフル
を��けた	
は Vz が��きに�きくなっている
ことがわかる�これはディストリビュータの��に
より��する���の�れが���に��し���
��の�れに��され�
� に!�の�れが"#
$な%&になったと'えられる�これより��バッ
フルを��けても��(�は)*できず�コストの
�からも+,の-.はないと'えられる�

� その/の01
ここで23した45は01の$6であり�この/
にも!の7さや�89トラフの:,など;<=の>
%や?��@についてABをおこなった�その
��

C%のDEが7FGHIJK,に.LされるMNO
Pを�Qする�でRSであるということがわかった�

��� � � �
１TU .

VWTXYZ[\のG8IJK,には�]^できな
いものが_`くある�aいものでは�40bcく]^
することなく�Cdもef?�しているものがgう
けられる�hK,は�ijkしたこれらのG8IJ
K,のlmno0pqrにおけるst+uとしてv
�wxした�
hK,は�/の	\へy+できるようにMz{|
できる}Pを~している�
２T+���
hK,の+���および�+との��を�１に�
す���となる���Mは��に9�k�である�
�+のIJ!の+������は�１m/h である�
これに�して�hK,は10 m/h でI�!の���
は1�10��となっている�hK,の�.}�の�
�および��を�２と	
１に�す�
３T?�
�
�３に?�
�を�す����に��を��し�
G8�として PAC を��した�7M�G8 �と
してはアニオン¡ポリマーを��した�PAC の¢
x£は�¤¥の¦§¨©では５mg/L がRSであっ
た�ª}では�¦§の%&に«¬がなかったことか
ら­¢xとした�ポリマーの¢x£は�0.5 mg/L に
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�７ ��バッフルの~­による²�c³ Vz の��

�１ +���および�+との��

´ µ
7FG8
IJK,

� +

+�¶9· Vm3/hT 500

+�¸9 SS¹� Vmg/LT º200 Vº200T

+�¦§9 SS¹� Vmg/LT º50 Vº50T

IJ!の�» VmT 8 25

���� Vm/hT 10 1

¼=
PAC¢x£ Vmg/LT 5 5

7M�G8 �¢x£Vmg/LT 0.5 0.5

�２ �.}���

´ µ ½ @VmmT ¾ � ��¦§ モータVkwT ¿ _

À Á !

E Â !

I J !

Ã3 200 Ä3 830SH

Ã3 200 Ä3 830SH

Ã8 000 Ä6 050H

SS400

SS400

SS400

タールエポキシ

タールエポキシ

タールエポキシ

5.5

5.5

1.5

1

1

1



��した����の SS��は SS	をもちい1 000
mg/L
�になるように����への�
��の�
�を��した�その�����の SS140 mg/L は�
���において５mg/L と��な��となった�ま
た����を600 m3/h とした��も�み���な�
�をえることができた�
４�ま と め
� !"#$%&の'(により�)*の!"#$
%&にくらべ10+12,の-./0をえることができ
るため�#1�としては�1210+1212の3&.4
となり�56�などの789:を;む!"#$%&
としても124
�の3&.4に<めることができる�

また�=>で?@できるAきさになるため�BCD
�EもFGでHIJKひいてはHLMのNOがPQ
となる�
RST�Uについては�9:VWがXえるためT
�YZは[\X]するが�^_`(�などランニン
グコストについては�abはほとんどない�

む す び
� !c#$%&dスーパーシックナーeのfg
hiLjと�3kのlmnについてopした�q�r
(���ではstuvw@はxyzな{|w@の}
つであり����プロセスでは~GなH
である�
dスーパーシックナーeは)*の����にくらべ
10+12,の�い��Q�を��し��スペースでN
コストな%&であることから���いニーズに6え
られると�えている�
また���は%&のD�lmnに����をm(
し�シミュレーションによりUQの��をおこなっ
た���UQ��の��を��し���について�
���で��をL�に��することで��の���
�をおこなってきた�#$��の��をh に¡¢
したり���の� を£¤することは¥¦に§しい
ため�このようなW¨h©zなª«をもちいて%&
のlmnをおこなうことは¥¦に¬�であると­わ
れる�

������
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500 10 6+8 0.5 0 600+1 200 � �

140

110

140
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4
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